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　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２２年　８月16日　（月）
　　　　司会者　藤原　英佳　　記録　小林　告子

　

	小向
	小林
	竹内
	清川
	橘
	三浦
	佐々木
	平間
	川守田

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○
	○
	○
	準夜
	病欠
	遅刻
	公休
	公休
	CD留守

	本川
	天間
	橋本
	藤原
	田ノ上
	畑内
	高橋
	山地
	上野（雅）

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	深夜
	準夜
	○
	○
	○
	A留守
	公休
	深夜
	CD留守

	佐々木（孝）
	相馬
	加藤
	池田
	富澤
	石岡
	小笠原（麻）
	貝塚
	荻原

	○
	公休
	公休
	深夜
	　

準夜
	○
	○
	公休
	公休

	小笠原（実）
	大嶋
	盛田
	鈴木
	沼山
	相内
	
	
	

	○
	CD留守
	業務
	○
	公休
	公休
	
	
	


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

· 教育委員会より22年度の医療福祉学会の抄録提出をお願いします。

    提出締め切り：平成22年9月15日
提出先：委員会→教育委員会→22年度→医療福祉学会抄録（フォルダ）
その他：各部署2題提出（提出後に委員会での調整をさせていただきます）
小向ＳＧＭへの提出締め切り：８月３１日となっています。

· 口腔衛生担当より、各受け持ちで口腔衛生の評価を速やかにお願いします。

· 防災委員より、８月２０日（金）日中火災想定の避難訓練実施予定ですが、各自企画

書の確認をお願いします。マニュアルは、添付しています。　　　
　　　　　　　　　　　　　
＜患者様連絡事項＞
· 和田　敦子様～確認行為が頻回でセディール(5)６T（抗不安薬）が処方となっていま

　 したが、座位・立位保持困難・身体左側傾きや歩行時のふらつきが著明で転倒の可能性があることから本日昼より中止となっています。精神

　状態・歩行状態、睡眠状況の観察・確認をして行きましょう。

· 小山　正好様～６月から朝のみアイソジェン1Ｐをつけていましたが、体重の改善な

　　く、体重が減少している状態であるため栄養士、主治医と相談し今後は、各食アイソジェン1Ｐをつけて、食事を半量とします。食事１５００Cal、蛋白５６．４gとなります。食事の摂取状況、体重等観察して行きましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　

· 高森　清八様～７月の血液検査の結果、アルブミンの数値が低値であったため、栄養

　　士、主治医と相談し各食アイソジェン1Ｐとろみなしをつけています。食事の摂取状況、体重の変化、血液検査の結果を観察して行きましょう。

· 永洞　恭子様～排便コントロールのためシンラック１本処方となっています。排便状

　　　　　　　　況を確認して行きましょう。

・ 飛鳥　公平様～排便コントロールのためシンラック１本処方となっています。排便状 

　　　　　　　　況を確認して行きましょう。

＜週間連絡＞

８/１６（月）　工藤　豊様　退院　１０時

　　　　　　　 坂本　和子様　退院療養検討会議

　　　　　　　　村田　タカ様南Dユニットへ転入予定。

　  １７（火）　坂本　和子様　退院　１４時

　　　　　　　　東病棟より男性１名転入予定。

　　　　　 　　リネン交換　　

　　　　

１８（水）　佐々木みね様　ハロマンス注射　１６時頃

　 

２０（金）　火災想定の避難訓練　13:30～　

　　２１（土）　ＳＳＴ

8/20の避難訓練のマニュアルです。各自、必ず確認してください。

―　南病棟　―
1、 出火場所の確認

①火災ベルが鳴ったら、南病棟Bユニット火災受信機を確認する。

②火災受信機が点灯する。

③指差し呼称火災受信機が点灯している所を２回繰り返して、出火場所を確認。

④火災受信機を操作して、（音響停止ボタンを押し）ベルを停止する。

　２、消火器を持って出火現場の確認

①出火現場確認へ向かう。

②東病棟へ行き、喫煙室を確認する。

③喫煙室を開けて、火事だと分かったら大声で「火事だ！火事だ！」と２回叫ぶ。（発見したスタッフ）

　スタッフ１名は東病棟喫煙室が火事である事を自棟に報告し、患者様は各ホールへ誘導し待機して頂く。

　３、初期消火
　　　①消火器にて初期消火を行う。

　　　②初期消火失敗とし、南病棟より消防へ通報する。
　　　　火災時消防通報例文

　　　　１　内線699を押す。（外線は119）

　　　　＜こちらは119番消防署です。火事ですか？救急ですか？＞

　　　　２　「火事です！火事です！」

　　　　＜場所はどこですか？目印となるものは？＞

　　　　３　「青南病院、青南病院です。」

　　　　　「住所は八戸市田面木赤坂16の3」

　　　　　「国道104号線から八戸自動車道への上がり口角です。」

　　　　＜電話番号は？＞

　　　　４　「27―2016です。」

　　　　＜どこが燃えていますか？＞

　　　　５　「東病棟喫煙室が燃えています。」

＜逃げ遅れた人はいませんか？＞

　　　　　「①わかりません。②確認中です。③いません。」のいずれかを答える。

　　　※その他、聞かれた事には慌てず正確に答えましょう。

４、出火棟の避難誘導（初期消火にあたったスタッフ）

①喫煙室が火事である事を告げる。（すでに知らされているかもしれないが）

５、自棟への情報伝達（誘導後初期消火を終えたスタッフ）

東病棟喫煙室が出火場所であり初期消火失敗の為、南Ａ玄関への避難誘導が必要な事を患者様に伝える。

６、非常口の解錠

　　　電気錠にてスイッチを解錠する。訓練時は解錠しない。

７、区画形成

①防火ドアは手で引っ張って閉める。

８、避難誘導

①患者様を南Ａ玄関前に避難誘導する。自力歩行が出来ない患者様は車椅子、シーツや抱く、背負う等の方法で避難介助する。

９、残留者なしの確認

①各病室・トイレ等に残留者がいないか確認し、確認した部屋はドアを閉める。（戸を閉める事によって残留者なしとする。）

１０、人員の確認

①避難場所人員を確認し病棟リーダーへ伝える。

②報告を受けた病棟リーダーは防災対策本部へ報告する。

不明な点は、防災委員会のスタッフへお願いします。

＊　本日坂本和子様退院療養検討会を行っています。

















































